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造作材・合板・建築用組立
材料製造業
はん用機械器具、生産用
機械器具、業務用機械器
具製造業
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

徳 島 県 の 最 低 賃 金

最低賃金、チェックです。

◎徳島県最低賃金
時 間 額　　740円
【発効日】　平成29年10月5日

◎特定最低賃金
産　　業　　名 時 間 額 発効日

平成29年
12月21日

〈お問合せ先〉
徳島労働局労働基準部賃金室　　TEL(088)652-9165
または最寄りの労働基準監督署へ FAX(088)622-3570
http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
ご検討ください「業務改善助成金」

840円
877円

841円

日和佐診療所からお知らせ
日和佐診療所は、海部郡医師会が実施する
「海部郡救急医療当番」に参加しています。

12月・1月の当番

当番日は、内科医師が診察します。
診察を希望される方は、上記診療時間内に

お越し下さい。

日和佐診療所　☎０８８４－７７－１２１２

診療時間

18時 ～23時

18時 ～23時

18時 ～23時

診療月日

12月18日（月）

1月10日（水）

1月26日（金）
夫
や
恋
人
と
の
関
係
を
考

え
る
講
座

介
護
支
援
専
門
員
の
更
新

手
続
き

日
時
　
12
月
27
日
(水) 

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所
　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

ご
融
資
額　
お
子
さ
ま
１
人
あ
た
り

３
５
０
万
円
以
内

金
利　
年
１
．７
６
％　

固
定
金
利

※「
交
通
遺
児
家
庭
」、「
母
子
家

庭
」、「
父
子
家
庭
」、「
世
帯
年

収
２
０
０
万
円（
所
得
１
２
２

万
円
）以
内
の
方
」ま
た
は「
子

ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世

帯
年
収
５
０
０
万
円（
所
得
３

４
６
万
円
）以
内
の
方
」は
年

１
．３
６
％（
平
成
29
年
11
月

10
日
現
在
）

ご
返
済
期
間　
15
年
以
内

※「
交
通
遺
児
家
庭
」、「
母
子
家

庭
」、「
父
子
家
庭
」、「
世
帯
年

収
２
０
０
万
円（
所
得
１
２
２

万
円
）以
内
の
方
」ま
た
は「
子

ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世

帯
年
収
５
０
０
万
円（
所
得
３

４
６
万
円
）以
内
の
方
」は
18

年
以
内

お
使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ

ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

ご
返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保
証　
（
公
財
）教
育
資
金
融
資
保

証
基
金（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保

証
も
可
能
）

　

詳
し
く
は
、
H
P（「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」で
検
索
）ま
た
は
教
育
ロ

ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０

-

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は（
０
３
）５
３
２
１-

８
６

５
６
）ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局
は
、

平
成
29
年
12
月
25
日
(月) 

か
ら
、
新

庁
舎
に
移
転
し
て
業
務
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

住
所〒

７
６
０-

０
０
１
９

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
3
番

33
号　

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁

舎
南
館
6
階

連
絡
先

☎
0
8
7-

8
2
6-

0
6
7
1

（
代
表
）

☎
0
8
7-

8
2
6-

1
1
0
0

（
行
政
苦
情
1
1
0
番
）

※
行
政
苦
情
1
1
0
番
の
全
国
共

通
番
号
は「
☎
0
5
7
0-

0

　

9
0
1
1
0
」で
す
。
お
近
く
の

四
国
行
政
評
価
支
局
又
は
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー（
徳
島
県
、

愛
媛
県
、
高
知
県
）に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第
1

学
期（
4
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学
習

セ
ン
タ
ー（
☎
0
8
8-

6
0
2-

0

1
5
1
）ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
が
2
月
28

日
ま
で
、
第
2
回
は
3
月
20
日
ま
で
。

　

個
人
か
法
人
か
に
よ
ら
ず
、
売
買

契
約
の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
、
法
人

の
合
併
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
、
事
後

の
届
出
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有

者
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
は
、
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
が

あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
を
し
な
い
、
又
は
虚

偽
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
10
万
円

以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課

　

☎
77-

３
６
１
７

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合

は
、
森
林
法
に
基
づ
き
、
事
前
に「
伐

採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

届
出
者

森
林
所
有
者
が
自
ら
伐
採
を
す
る

と
き
は
、
森
林
所
有
者
。

立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採
を
す
る

と
き
は
、
買
受
人
と
森
林
所
有
者

の
連
名
。

届
出
時
期

伐
採
を
開
始
す
る
日
の
90
日
〜
30

日
前

届
出
先

伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村

罰
則届

出
を
し
な
い
場
合
、
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す（
森
林
法
第
２
０

７
条
）。

お
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課

　

☎
77-

３
６
１
７

※
な
お
、「
保
安
林
」の
立
木
を
伐

採
も
し
く
は
、
土
地
の
形
質
を

変
更
す
る
場
合
は
、
県
の
許
可

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
県

南
部
総
合
県
民
局
林
務
担
当（
☎

74-

７
４
８
２
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会（
文
部
科
学
省
所
管
）で
は
、「
第

42
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い

南
の
島「
ヨ
ロ
ン
島
」の
サ
ン
ゴ
礁

の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
全
国

か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
民
宿
で
の

共
同
生
活
や
、様
々
な
野
外
活
動（
海

水
浴
、イ
カ
ダ
作
り
＆
イ
カ
ダ
こ
ぎ
、

さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
、
洞
窟
探

検
、
野
宿
体
験
な
ど
）を
通
し
て
友

達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま

た
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
･
生

活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
言
語
や
習

慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
日
本
全
国
か

ら
参
加
す
る
沢
山
の
日
本
人
や
外
国

人
の
お
友
達
と
一
緒
に
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南

の
島「
ヨ
ロ
ン
島
」に
行
き
ま
せ
ん

か
？

期
間　
平
成
30
年
３
月
26
日
(月) 

〜

４
月
１
日
(日) 

６
泊
７
日

※
沖
縄
・
奄
美
諸
島（
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
）か
ら

参
加
の
方
は
３
月
27
日
(火) 

〜

３
月
31
日
(土) 

場
所　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

説
明
会  

自
由
参
加（
無
料
）

２
月
17
日
(土) 

午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分　

岡
山

２
月
24
日
(土) 

午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分　

広
島
他

※
説
明
会
場
が
、
お
住
ま
い
の
場

所
か
ら
遠
い
方
、
ま
た
説
明
会

当
日
、御
都
合
の
悪
い
方
に
は
、

本
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
れ

ば
、
説
明
会
に
使
用
し
ま
す
詳

し
い
資
料
を
郵
送
に
て
お
送
り

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
事
業
内
容
が

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

定
員　
日
本
人
小
学
生
２
０
０
名
、

在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

（
小
学
２
年
生
〜
６
年
生
：
平
成

30
年
２
月
末
現
在
）

締
切　
平
成
30
年
３
月
５
日
(月) 

出
発
地
別
参
加
費

関
西
空
港　

１
３
４
，０
０
０
円

高
松
空
港　

１
３
４
，０
０
０
円

松
山
空
港　

１
３
０
，０
０
０
円

※
他
出
発
希
望
地
に
つ
き
ま
し
て

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
請
求
・
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修

協
会☎

０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

Ｈ
Ｐ

：http://w
w
w
.kskk.or.jp

と
き平

成
30
年
1
月
17
日
(水) 

・
31
日

(水) 

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

徳
島
市
内（
参
加
者
の
み
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

募
集
内
容

女
性
の
み
、
先
着
10
名
、
参
加
無

料
お
問
い
合
せ
先

県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８-

６
５
２-

５
５
０
３

FAX
０
８
８-

６
５
６-

０
２
６
７

   対
象
者

介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間

の
更
新
を
希
望
す
る
方
で
、
更
新

研
修（
実
務
経
験
者
）な
ど
必
要

な
研
修
を
終
了
し
た
方

手
続
き

平
成
30
年
1
月
19
日
(金) 

ま
で
に

必
要
書
類
を
県
長
寿
い
き
が
い
課

へ（
郵
送
可
）

お
問
い
合
せ
先

県
長
寿
い
き
が
い
課

☎
０
８
８-

６
２
１-

２
２
０
２

FAX
０
８
８-

６
２
１-

２
８
４
０


